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１レ☆万，土止公司○づ
-

８９ ㎜ 川 南 町 豚 ３０



防疫遂行状況 ｉ． ． 眠 ■ ． ． ， ・ よ ’ ＿ ＝ 埋 ｀ 却 地 確 保 ， ． ， ｊ 処 分 中 Ｉ ． 殺 処 分 終 Ｔ Ｉ ・ ． ， ｉ … … 顎 砺 悪 阻 印刷月日 ：２１０１０／５／１８

発生 ☆：ＰＣＲ賜性▼：殺処分完了◇：消毒完了
』 主 所在地 形態 頭数（計） ４／１６ ４／１７ ４／１８ ４／１９ ４／２０ ４／２１ ４／２２ ４／２３ ４／２４ ４／２５ ４／２６ ４／２７ ４／２８ ４／２９ ４／３０ ５／１ ５／２ ５／３ ５／４ ５蹟 ５／６ ５／７ ５／８ ５／９ ５／１０ ５／Ｈ ５／１２５／１３５／１４５／１５５／１ｃｉ５／１７５／１８

ｒ百柏陽況い，ｊ、じ万・：．ｊ-ｊ

５／１９ ５／２０

９０ ㎜ ｜川南町 牛 １３
９１ ㎜ ＪＩ㈲貯 牛 ５

‾゛ｉ万否匹
４１４４４ｊ４Ｒ４ｔぶこｖＪ

９２ ㎜ 川南町 肉繁 ２８ Ｒ☆今ぶ登仙 ：岫
９３ ㎜ 川南町 肉繁 ３３ Ｆ百石鴇，・迷乱肩
９４ ㎜ 川南町 豚 ９４１ Ｆ１妬沁剱柚４ｊ，柏
９５ ㎜ 川南町 ｇｊ画集砥 １４８ ｉ☆弧でｌｉり癩か肖
９６ ㎜ 川南町 肉繁 １６ レ☆ぷぶ

’．ｊで

ｋ＝ 言ｊ
９７ ㎜ 川南町 肉繁 ３７ 紗振

・-‘ｋｌｌ．’らｒＪ，

１ １ ？ 池 涯 ｊ （ ≒ 牡 』

９８ ㎜ 川南町 肉繁 ７ Ｌ脊万万ぐルｙｙ瓦ごス八個万ｙこｇ-＝-』-ｒ一心
９９ ㎜ 川南町 肉繁 ２６ メヽｊ？萱堅４玉回し肩
拍０ ㎜ 川南町 肉肥 ２７０ ｆン蛎４ｔＴ濤翌］４冊ノｊ
１００関節 ㎜ 肉肥 ２３１ Ｅｌ・４ぐ良凛ｌ段Ｒｊ-．-．、ぶ一一１．

¬ て 匹 『
勺
石 匹

１０１ 家畜改良事業団 高鍋町 肉肥 ２５９
両Ｓ１亀ー ４９ 宍簑、Ｆｙ｛１μ征，湊八円

１０２ ㎜ 川南町 肉繁 ５２ ｌｙｊｉＦｌ氷瘤
１０３ ㎜ ＪＩ㈲町 豚 １，２１１ 泌 Ξ図
１０４ ㎜ 川南町 肉繁 １４ ｋ ぼ ］誦
１０５ ㎜ 川南町 肉繁 １５ 蜃ｉ

●「ｔｇ

犬 諸

λ４）６ ㎜ 川南町 豚 ５９４ 盾一心万口ふ
１０７ ㎜ 川南町 肉繁 ５３ ・・ｉｙＷｊ

１０８ ㎜ 都農町 肉繁 ９ ☆ ▼白
」０９ ㎜ 川南町 豚 - １，１１２ 回 天
１１０ ㎜ 川南町 肉繁 ３２ Ｕ☆ムレ端
ｎ１ 県立農業大学校 高鍋町 恥両・・Ｚ ２２０ ☆
ｌｌ２ ㎜ 川南町 肉繁 ６３ ？ 心 ｇ 、 ｍ
１１３ ㎜ 川南町 肉繁 １５ ｉｌ個
１１４ ㎜ 川南町 肉繁 ３７ 隋ｉ
１１５ ㎜ 川南町 肉繁 １０８ ぼ
１１６ ㎜ ｜川南町 豚 １，２２７ １ ｉ☆４
１１７ ㎜ ｜川南町 肉繁 ４１ ❻れ卜
１１８ ㎜ ｜川南町 豚 ５，４８８ 万☆；
１１９ ㎜ 新富町 乳繁 ２２ ド祠

川㎜ 川南町
贈 卜

豚 ４４５ Ｋ☆４
豚 ３６４ Ｆ溜

１２１， ㎜ 川南町 肉繁 ３６ ｉ☆ｊ
１２２１ ㎜ 川南町 豚 ８，６１７ 呈示
１２３１ ㎜ 川南町 肉繁 １２４ Ｆ☆１
１２４１ ㎜ 高鍋町 豚 ３，０５６ 瀕
１２５１ ㎜ 川南町 豚 ’８，０６８ 脊垂
１２６１ ㎜ 川南町 豚 ７４３ が

-

１１４，１７７（牛：８１戸、８，６５４頭、豚：４６Ｊ＝１、１０５，５１９頭、田平：２斤１、４頃）
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宮崎県児湯郡川南町周辺の発生状況について
＿ コ へ ｊ 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 １ ７ 日



１

宮崎県における口蹄疫疑い事例（１１９例目）の経緯等について

農 場 の 概 要 - ／
場 所 宮 崎 県 児 湯 郡 新 富 町 ㎜
飼養状況：搾乳牛１７頭、育成牛４頭、子牛（ＦＩ）１頭

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
５月１７日

（ 動 物 衛 生 研 究 所 で 実 施 ： ） ‥ノ Ｉ ・
スワブ５検体中全検体でＰＣＲ陽性を確認。

４農場の概況（飼養背景・疫学的情報等）

７

匹 五 回
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／｜新富町Ｈ２２．５．１６１１９例目



ロ蹄疫発生地域間の集乳車と飼料配送車の動き
（５月１７日現在確認分）一



- ＆

」

宮崎県にお付る口蹄疫の疫学関連図（㎜） ［蕪］



臨床所見、ＰＣＲ、抗体検査によるウイルス侵入時ｌｌの推１！

牡 工 回
１／６

＝ ㎜ 四 ｓ ｓ 四 ｓ ° ｓ ｀ 四 四 ㎜ 睡 - 四 駆 圖 圖 疆 纒 扁 麗 潮 瞑 羅 圖 扁 圖 疆 圖 暉 四 圖 里 四 四 皿 ●
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胚 三 コｉ ｀ ’

＿ 今 後 の 防 疫 対 応 に つ り て （ 案 ） ＼

１５月６日以降、牛飼養農場６８戸、豚飼養農場３５農場の合計ＩＯ
３農場で感染が確認された結果、殺処分の対象となる家畜の頭数は、
牛約８千頭、豚約フ万フ千頭に上っており、今回のウイルスはＩＯ年
前に確認されたウイルスと比べ、臨床症状が強＜出ること、伝播力が
強 い と い う 特 徴 力 ’ ・ あ る と 考 え ら れ る 。 〉 ト 白

２発生農場における防疫措置としｔ ’ は、各都道府県や自衛隊の協力を
得ながら、感染動物の殺処分や死体等の埋却等を進めており、現在ま
で に 、 ５ ０ 例 の 農 場 で 殺 処 分 を 完 了 し て い る 。 、 ＼

３これまでの発生農場の多くは川南町であったが、川南町の南側に位- Ｉ ゛ ’ 、 ¶ ゝ ｊ
置する高鍋町及び新富町においても発生が認められ４移動制限区域に
ニ お い て 感 染 が 徐 々 に 拡 大 し て い る と 考 え ら れ る 。 ト

４ニこのため、感染拡大防止のために移動制限区域を出る際に一般車両
・を含め全ての車両の消毒を徹底すべきである。また、発生確認時には
地元の理解を得つつ埋却場所の確保を待つことなく、直ちに殺処分を
実施するべきセある。その際にはねずみや野生動物によるウイルスの
拡 散 防 止 を 徹 底 す べ き で あ る 。 、 、 ｊ

５また、現行の防疫措置を科学的観点から評価するため、早急に家畜
防疫の専門家である本小委員会の委員を現地に派遣し、発生地域の状
況を確認するとともに、消毒の実施方法等についで必要な指導・助言
を 行 う 必 要 が あ る 。 ＼ ト

６ワクチンの使用についでは、ワクチン接種家畜がヴイルスのキャリ
アーになることや抗体を保持することから清浄性確認が困難になるこ
１となど防疫上の支障を来すことから、慎重に検討する必要がある。ワ

プクチンの使用は移動制ｌ限区域が拡大し、、現行の殺処分及び埋却ではま
ん延防止が図られない場合に検討されるものであるが、川南町を中心ゝ Ｉ ● Ｉ
とした多発地帯についてはその時期にあると考えられる。・なお、接種
家畜については、早急かつ計画的にとう汰するべきである。

１８

４‾
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！：ｉ７ラテン接種にづいて
１０例目発生農場を中心とした半径：１．０ｋｍ以内の牛及び豚全頭接種

○対象農家ＳＩＩＳＩ・（５／１７現在）
牛：４６５戸、豚：６６戸

○対象家畜数（５／１７現在）
牛：６ｊ４６２頭、豚：邱、９８７頭

○ づ 接 種 終 了 ス ケ ジ ュ ー ル
＜ 牛 ＞ ＼ ‾
３０名×５戸芦３ｒ・４日＝４５０～６００戸
＜ 豚 ＞ ｀
ｉｏ名×２戸×３～４日＝６０～８ｏ戸

※牛・豚飼養農家が密集している児湯郡南部
地域を優先的に外側から中心に接種。接種家畜
は発生農場の防疫措置完了後１順次殺処分、埋却

首
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川
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動物検疫所に収容している防疫資材

資材名 収 容 欺 ’ 有効期限

胆

振

｜

耳 擦 ， １１０，０００個 -

霖愧装着器 ‥ ４ Ｓ 價 -

ー菓用タッグ 淡 聊 揖 １ ． 佃 -

竣１謳映露唱サイズ） １，００Ｃ被 -

防 疫 ｊ Ｈ Ｌ サ イ ズ つ ’ ， ， ｆ ｌ ° ０ ０ Ｑ 枚
● 皿

防疫誕（ＸＬサィズ〕 １ ． 卯 ｏ 枚 -

Ｎ９５マスク 武Ｘ）個 - い

．ゴーグル型メガネ 忿 ０ ゛ 億 ■ ㎜

ニトリル・ラテックス手袋 １５０靫 ｒ - ● ゝ

防疫キット（Ｍサィズ） １，伺０培 -

防疫キット（Ｌサィズ｝ ５，司ｏ組 -

防疫キヅト（ＸＬサイズ）．． １，８００緻 -

偏奢ぎ１§唇喀続壽 釦 ｀ 緻 -

衛生長靴（２６０１） ４２０組 -

衛生長靴（２８謂） ７ Ｑ 細 ● Ｗ

シ ュ ー ズ カ パ ー 似 加 ｏ 偕 -

エ ； 累 月 特 号 渦 石 灰 ， ５ ０ 袋 -

工業用ソーダ灰 昶 袋 -

後

浜

ト リ イ ン フ ル こ ン ザ ワ ク テ ン
（ Ａ 塑 Ｍ ５ Ｎ ２ ー 劃 ． ’ １，８０Ｑ．（Ｘ）Ｏｉ。。。 ２（）ＩＱ年１０月３１日
トリインフルェンザワク子ン
１ＡＳｉ５ＮＩ冪型ｌ １，ａＯＱ．０００ｄａｓ● ２０１１年１０月３１ヨ
トリインフルｚこンザワケチン
ｆＡ慰ＭＳＮＩ翻倒１ Ｓ００，Ｃ００ｄｏｓ。 ２０１２年１月３１日

鳥用連続注射器（ビスターＩＡ） １（Ｘ）會 -

鳥用迪雄注肘鮭くビスター用針） １８，０００本 -

刄噪 １，１９０．㈲ｏ価 ㎜ Ｉ

耳導装着器 ３１８個 -

耳 凛 用 ダ ッ グ ・ ， Ｉ Ｊ Ｕ 図 佃 -

防疫服（ＬサイズＪ ５．２８５枚 -

防 疫 服 （ Ｘ Ｌ サ イ ズ ） ・ ， ２ ６ 枚 -

゛トリル・ラ予ックス筝漣（Ｍサイズ）、 ３ ０ 維 -

防 疫 キ ッ ト （ Ｍ サ イ ズ ） ． ３，１００億 -

防疫キット（Ｌサイズ） ９．１４；ｌ組 -

防疫キット（ＸＬサイズ） ３，０６Ｓ組 -

衛生長靴（２４ａｎ） ＩＱＱ概 -

シ ａ 一 ズ カ バ ー ７１，２５０双 -

工 業 用 特 号 漬 石 灰 ， ９ Ｑ 袋 -

工 皐 月 ソ ー ダ Ｒ ． １００扱 -

既 顛 軸 闘 （ ｅ ５ Ｌ ） ｌｊ０００個 -

ビニールシート（２×１０《ｌｎ） Ｚ ５ 本 -

フレコンハック（φ１，１×１．ａａｉｊ ８００．偲・ -

名
古
屋

防疫キット（Ｍサイズ｝， １．４ＣＱ組 -

防 疫 キ ッ ト （ Ｘ Ｌ サ イ ズ ） 、 １，４０Ｑ絶 -

シ ュ ー ズ カ ハ ー ３５．５ＣＣ双 -

移笥吹鳴却炉 ｀ １ 機
㎜ ・

移動式良知炉（組カ式ｊ １ 機 -

大 型 緊 急 障 染 槽 ’ １ 蜃 -

池殺馬植 １ 禰 -

ー呵ー葉物容器（６５Ｌ） １，００Ｑ僧 ／ -

ブ ル ー シ ー ト （ １ ５ × ３ 司 ／ 「 １ ７ ゛ 枚
-

ピニールシートＣ２×ＩＣ叱Ｊ - ’ Ｚ ５ 本
-

フレコンハック（φ１．１×１．Ｑａｌ） ８００蜃 -

２１

．加

平成２２年５月６日現在
資 材 名 、 収容数 有効期限

神

戸

口酋疫ワク予ン（ＡＳＪＡ-１．・１ＳＲ（１１調岡） １００．Ｑ００ｄｏｓ。 ２０１０年８月４日

口蹄疫ワクチン（０１１ｎ・ｓｊ） ＺＣａ、０（Ｘ）ｄ・ｓ・ 、Ｚ０１０年７月Ｚ７日

口蹄疫ワクチンＣＡ助ｌａｙｓｌａ９７）・ １００．ＱＱａｄｏミｅ Ｚ００９年８月２０日

口笛疫ワクチン言訟皿驚｜仮４＿９‾統）） １００，ＧＣＯｄｏ９１ ＺＱ０９年Ｓ月１３日

口蹟疫ワク予ン（ｏ一個ｓｌｓａ） １卯，Ｑ叩向・ｉ ２０Ｃ９年丿月６日

口啼疫ワクチン（ＯＭａｎｉ，ａ） ２００，Ｃ叩ｄｏ９ｅ ２０Ｕ奔４月５日

口蹄疫ワクチン（ＡＳＩＡＩり ．１０Ｑ，Ｃ（Ｘ）、ｄａｓｅ ・２０１１年５月１２日

口蹄疫ワク予ン（ＡＭＡＬＡＹ３ｊＡ） １００．㈲Ｏｄ。ｓ。 ２０１１年４月５日

トリインフルェンザワク予ン
（Ａ型ＨＳＮＩ亜型） ３卯，卯０面６ｓ こ 四 心 四 覗

トリインフルエンザワクチン
（Ａート｛５Ｎ２ぼ覆１１ ｌＳＣ０．０ひＯｄｏ。。 ＺＯ抑年５月３１日

注射筒（苧ルそシリンジＪ １００，０００本 ２Ｑ１４年９月

１１１肘針（テルそ注射糾） １００．Ｑ００本 ２０１４年ｉＯ月

昧ＪＩ¶連鎖注射霜（遠辿注対塁ＩＩ型） １００合 -

揉用連続注射針（セー万ｒ針池採用） １５，０ＣＯ本 -

鳥用達碑注射ａくビスターＩＡ｝‘ ＩＱＱ會 -

高 月連続注射針Ｓピスター用針） ’ ヽ ｌａ，ＱＱＱ本 -

耳撞くアルミー｝ １．萄０．００Ｑ個 -

耳攬薩普器（専用又は共；１１器具） Ｚ００ー -

防疫１１（Ｍサイズ） Ｇ，３Ｇａ枚 -

防俊服（Ｌサイズ） ７，３Ｄ９枚 -

Ｎ９、５マスク Ｚ 卯 個 -

医 療 用 ＝ ｆ 一 グ ル ， ２００｛圖 ● -

こトリル・うやックス手４差 １５Ｑ組 -

防疫キット（Ｍサイズ）
（銅マＸカゴーゲ｜い 匈 ０ 轍 一

防疫キット（Ｌサイズ｝’
ー マ ス ケ ゴ ニ ゲ ル １ Ｚ．７００絶． -

防 疫 キ ッ ト （ Ｘ Ｌ サ イ ズ ） ，
１ 憾 ７ ７ ‘ り ゴ ー が ｊ １ １ ９０９．龍 -

衛生長靴Ｃ２４❼） ． ｌ ｌ ） 垢 -

シ ュ ー ズ カ バ ー ４１，３恥双 -

ワ ー キ ン ゲ プ ー ツ
ザクタ・スＺ-０１（２５５Ｃ１１｝． ． 加 処 -

ワ ー 岑 ン グ ブ ー ツ
ｆ々●スＺ一〇ＩＣ２６㎝）

３０・殖 -

ワ ー キ ン グ ブ ー ッ ｀ ．
・りｌクタスＺ-０１ＣＺ６５❼１） １ ０ 砥 -

工 業 用 特 号 消 石 灰 ， 和 ｏ 雀 -

ヱ業扁ソーダｉ ＩＱＱ袋 -

医斎溌集堆専器ぐａ５Ｌ） １，ＱＯＱ個 -

ビニールシート（２×７Ｑａｌ） ２ ５ 本 -

フレコンハック（φ１．１×１．０＆１｝ ８ 卯 佃 Φ ミ -

新

ｒｌ

句

ト リ ィ ン フ ル ェ ン ザ ワ ク チ ン ．
ｆＡ型Ｈ５Ｎ２酉型ｌ １，０００，（ＸＸｌｄＱ６ｅ ２０１０年１０月３１日

耳 徳 ‘ ’ １，３７７，昶ｏ佃 -

耳律装着器 Ｚ７４個 -

耳票用タヅグ‘ ９３０．ＤＱＯ儒 -

荷雇惣箔Ｌサイズ｝ １５４４枚 一

防疫キット・ＣＬサイズ） ４．Ｚ００綿 -

ゴーグル型メガネ ２０Ｑ．佃 -

ニトリル・ラテックス莽袋 １５０老 -

衛虫長靴ＣＺ４．） ５ Ｕ 是 、 -

シ 。 １ - ズ カ ハ ー ‘ ． ・ ５０，ＣＯ！）、組 -

工業剤特等涸石灰 ５ Ｑ 袋 -

工業用ソーダ灰 ５ Ｑ 袋 -

大１と緊急萍染機 １ 機 -

泡殺農機 １ 機 -

移動式焼却炉（組立式） １ 磯 -



購入年度

平成１６年度

平成１７

平成１８年度

平成１９年度

成２０年度

平成２１

備蓄状況

口蹄疫ワクチン

口蹄疫不活化
濃縮抗原

口蹄疫ワクチン

口蹄疫不活化
濃縮抗原

□蹄疫ワクチン

口蹄疫不
濃縮抗原

口蹄疫ワクチこ

口蹄疫不活化
濃縮抗原、イ

口蹄疫ワクチこ

口蹄疫不活化
濃縮抗原

口蹄疫ワクチこ

口蹄疫不活化
濃縮抗原

近年の口蹄疫予防液購入状況

血清 型
-
（）ド１で¶゙ １叫
¬
Ａｓｉ°ＩＴｓｈ”ｌｉｒ
一
一池１，ざ『

０１-Ｍａｎｉｓａ

０１一Ｍａｎｉｓａ
-

Ａｓｉａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

ｊ，Ｍｉｌ↑１応応

Ａｓｉａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

（：）１‾Ｍ叩ｉｓ３
-

Ａ❹ａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

Ａ肖ｔ；ｉｙて石
-

Ａｓｉａｌ゙ Ｓｈａｍｉｒ

０１-Ｍａｒｔｉｓａ

Ａｓｉａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

Ａ幽ｔｉｙぶごｉ７
-

Ａｓｉａｌ一Ｓｈａｍｉｒ

０１-Ｍａｎｉｓａ
-

Ａｓｉａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

・ＡＭａｌａｙｓｉａ-９７
-

０１-Ｍａｎｉｓａ

ｌａ，ｓｉａｌ-Ｓｈａｍｉｒ
-

ＡＭａｌａｙｓｉａ-９７
-

０１-Ｍａｎｉｓａ

備蓄目的

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

通常備蓄

．通常備蓄

Ｉ 備 蓄 量

-

１０万ドーズ

１０万ドーズ

１０万ドーズ

１ ０ 万 ド ー ズ
ー

１ ０ 万 ド ー ズ
（２０万ドーズ）
-
｀ １ ０ 万 ド ーズ

ー
．--／●４-／--

１０万ドーズ
ー

２０万ドーズ
ー

ＩＯ万ドーズ

１０万ドーズ
ー

２０万ドーズ
ー

２０万ドーズ

１０万ドーズ
ー

２０万ドーズ
¬
２ ０万ドーズ

ＩＯ万ドーズ
〃

ＩＯ万ドーズ
〃

３０万ドーズ

供 給 メ ー カ ー

バイエル

Ｊアル

メリアル

Ｊアル

メリアル

メリアル

メリアル

メリアル
ー
メリアル
ー
メリアル

メリアル

メリアル

有効期限

（平成１８年１月）

（平成２之年３月）

〔平成１１３年４月〕

（平成２２羅１２月）

（平成２０年４月）

（平成２３年５月）

（平成２１年８月）

（平成２４年７月）

（平．成２２年７’月）

（平成２５年７月）
-
（平成２３年４月）
-
（平成２３年５月）
-

（平成２３年４月）
-

（平成２６年７月）

゛ - ． ・ 合 計 ・バ内訳）口蹄疫ワクチン （内訳）ロ蹄疫濃縮抗原

平成２２年度
備蓄量．

０１-Ｍａｎｉｓａ ７０万ドーズ ０１グＭａｎｉｓａ ４０万ドーズ ０１-Ｍａｎｉｓａ ３０万ドーズ

Ａｓｉａｌ一Ｓｈａｍｉｒ ７ ０万ドーズ Ａｓｉａｌ一Ｓｈａ❼「 ２０万ドーズ Ａｓｉａｌ-ＳｈａｍＴｒ ５ ０ 万 ド ーズ

ＡＭａｌａｙｓｉａ-９７ ３ ０万ドーズ ＡＭａＬａｙｓｉａ-９７ ＩＯ万ドーズ
／

ＡＭａｌａｙｓｉａ-９７ ２０万ドーズ

２２

備考

２１年度製剤化
（２０万ドーズ）

２１年度製剤化
（１０万ドーズ）

廃棄未



ｒｓ、）
ＣＱ

豚 及 ぴ 反すう動物用油性アジュバント加不活化精製１コ厚疫ワクチン．

【 組 成 】 ．
本ワクチン１用蚤当たり、下記を含有する｀・
抗 原 ・ ０ 型 、 Ａ 型 ま た は ア ジ ア １ 型 ∧ ・ ． ．

・ワクチン１用量はそれぞれの抗原の血漓型について６ＰＣ〕ｓａ以上を宿む．２
・ ア ジ ュ バ ン ト ダ プ ル オ イ ル 唇 皿 甕 （ Ｄ Ｏ Ｅ ） ； Ｗ Ｏ Ｗ ＿

【効能丿豚及び反すう遊馨応する［ニｌ蹄疫の貝１疫紅与

【 用 法 及 び 用 量 ｊ し ・
用法：容器を約２ｏ回、転倒回転することにより内容４ａｌ；ｌ完：ｌｌｌこ混和する、注射部位に刺激性を～-よーミ●｜・＿Ｌ』㎜ａ-Ｌ一一Ｌ＝` ｊ・示すことがあるので泡の発生を避けること。

部位は、耳の後ろの頚部である。
詮けること諦轍忌内に接種する。剔こおける好ましい接種

心
用量：動物の年齢、体袁にかｌｙわらず、豚、牛および水牛（バッファロー）：２ｍｌ、羊および山羊ｌｍｌ

。 を 以 下 の 通 り 接 桟 す る 。 、
・ 圃 □ 蹄 蔵 リ ス ク の ｆ ！ １ ？ い 地 域 。 、 ・

ワクＩＦン非接種（Ｚ）母動物から生まれた動物への基本的接種プログラム｀
・１４日獅孤上のすべての子豚、子羊、子山羊：
１回接種。６か月を超えて飼育される場合には、４～５週間の間隔を空けて２回目を
接禎する。は降６か月毎に再接種する。ただし、１歳以上のめん羊及び山羊「こ：は毎年
１ 回 再 接 種 す る 。 ● ・
・ １ ４ 日 齢 以 上 の す べ て の 子 牛 ： ’
。白４～５週間の間隔を空けて２回目を接桓する。以降６が月毎に再接種する。ト

ワクチン接租の母動物か５生まれ良二移行抗体を有する励物へのｌｉ本的接種プログラム
・ａ６か月齢のすぺ回匹子豚、子羊、-ぞ山羊：
ｌ回接種。６か月を超えて飼育される場ｉ釧こ１ぶ、４～５週閻の問隔を空けて２回目を

＋１妾種する。以降６か月毎に再接種する。ただし、１黛以上のめん羊及こｙ山羊には毎年
１回再接種する。

ッ ２ ． ５ か 月 齢 以 上 の す ぺ て の 子 牛 ： ・ 。
４～５週間の間隔を空けて聊敏感する。以降６か月毎に再接種する。≒

■温厚汚１４１ｊｔｌｌ域’
ワクチン非接種の母動物から生まれた動物への基本的接種プログラム
・ Ｔ ４ 日 齢 以 上 の す ぺ て の 動 物 ： フ
４～５週間の間隔を空けて２回接種する。以降牛及び豚には４か月毎に再接穏し、
め ん 羊 及 び 山 羊 に ｊ ま ６ か 月 毎 に 再 接 種 す る 。 ｀

ワクチン抜擢の母動物１｝５生まれた移行抗体を有する動物への基本的接種プログラム
・ ２ か 月 齢 以 上 の す ぺ て の 動 物 ： ご
４～５週問の間隔を空けて２回接薇する。以降牛及び豚には４か月毎｛Ｉこ再接種し、
め ん 羊 及 び 山 苓 で は ６ か 月 毎 に 再 接 種 す る 。 ・

。 １ １ ●
【 相 互 作 用 １ ・ ・ 。 。
本剤には他の渠剤を加えてイ吏用しないこと。

【 注 意 事 項 Ｉ Ｉ 。 ・
●誤って人に注射した場合は、思部の消揚等週切な処置をとること（必襄があれば医師の診察を
受けること。その君嬬組販用油性アジュバント加ワクチンを誤って注射してしまったことを医師
ＩＧ告げるとともに本使用説明徊を医１ｉｌｉに示すこと）。

本 剤 の 成 分 の 特 徴 ・ - ’

（本剤のウイルス株は人に対す雪恵濡ａａｉ總厠珍

● 本 題 ま 健 康 な 動 物 の み に 接 種 す る こ と 。 １ ・
● 本 剤 の 妊 ｜ 既 動 物 へ の 皿 っ て 動 物 を 取 り 扱 う こ と 。
●他の薬剤投与、導入又ｊま移動後間がない動物、明らかな；栄鬘障害が認められる動物または疾病
の雲匹１拡ｉ池塵細賎にはｉ圭射通ｉきの判断を慎重に行βこと。

●過去にアレルギー反応又はアナフイラキシー習皿説話憑れた勁物にはｆ吏用しないこと。
・●本剤の取扱い時は通常の無菌描置をとること。一忌Ｅ開封したワクチン容器は３６時間以内に使い
切ることＪｌｚだし、２～８りの霊１詔ｌで保存され、注射針で複姿咽１穴を空けられていなＬ、ｌｔ暑合｜こ限る。
●注射器具は、滅菌または煮沸消毒されたものを便用すること。薬剤により消毒した器具または
薬剤に使用した器具は使用しないこと。なお、乾熟、高圧蒸気滅題・たは煮沸消毒等を行った
場 合 は 、 室 温 ま で 冷 え た も の を 便 用 す る こ と 。 ・ 、
●注射部位は、７０％アルコールで消毒し、注射時には注射針が血管に入っていないこと賛頌襄
し て か ら 注 射 す る こ と 。 ’ 。 ＾

● 注 四 礁 （ １ 主 射 曾 ｔ ） は 原 則 と し て １ 頭 ご と に 四 鬘 え る こ と 。 フ ・ ‾ 。
● 注 射 鄙 位 を 厳 守 す る こ と 。 ・ 。 、 、
● 使 用 。 四 恩 も の は 使 用 し な い こ と 。 ‘ 、
● 外 影 １ ま た は 内 容 に 異 常 を 認 め た も の は 使 用 し 、 な い こ と 。 - 、
●開ｉ｀ｔ時｜こアルミキャップのね晰面で手指をｔｇ〕面おそれがあるので？注意すること。、ト
●使い切り（７；）ワクチンｌ雲禦慨§四壽巌のワクチこ／容器は、地方公共団恢靭持に従し攻！分すること。
●使用済みの１１１射針は、針回Ｉ収用のキ腿嘸撚毘に入れること。針回収用の顎艦朔吏要馬産翁廃葉物
収集運搬業およ貌扁降脳病処分槃の許可を有した巣會に委託すること。、

● 小 児 の 手 の 廣 か な い と こ ろ に 保 管 す る こ と 。 ・

【 望 】 反 応 】 ’ ‘
●ワクチこ いずれの所見

ＭＳＲＩＡ１
・眼７恥

ｔ５１手絹馬間は短い。本ワクチンの精製度か偕まｉ原液轟非な寇哀れであｌｈ！二示唆される。
●副反応が認められた場合に４４、速やかに獣医師の診帑を受けること。・＿

ｉ 休 薬 南 間 １ ０ 日 ．

Ｉ保存Ｊ２～ＩＥｙＣの・所で４１１存する。凍結させなし£と。

【包装１２００ｍＬ’容器

動物用医業品
メリアルアニマルヘルスリミテッド



ロ蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針
（平成１６年１２月１日農林水産大臣公表）

Ｊ

ぐ
。 ７）都道府県知事は４ワクチン接種後、・ワクチンを使用した旨、農林水産省消費・

安 全 局 長 に 報 告 す る 。 ‥ ヽ -

ロ 蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく発生予防及びまん延防止措置の実施にあ． ｊ ｉ - ／
たっての留意事項について（平成１６年１２月 ’１ヽ日付け１、６消安第６３１５号）サ

１ ０ ワ ク チ ン 等 の 受 領 証 に 七 ） い て ー
防疫指針第２の７の（３）のワクチン等の受領証にういては、別記様式！Ｏにより提

出 す る 。 、 ＿ 。 ／ ゛ ト

１ １ ワ ク チ ン の 使 用 の 報 告 に つ い て ダ

防 疫 指 針 第 ２ の ７ の （ ７ ） の ワ ク チ ン の 使 用 に つ い て は 、 別 記 様 式 １ １ に よ り 報 告 す

る ． ＿ ・ ． ・ ・ ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ． ・

２４

-



（仮訳）

ｒ - - ● ㎜ ■ ・ ㎜ ａ - Ｉ ・ ¶ ㎜ - ・ ｑ - - ■ - ㎜ ■

皿 ら ●

第 ８ ． ５ ． ８ 条 清 浄 ス テ ー タ ス の 回 復 プ

１．ＦＭＤの発生又はＪＩＭ］：）Ｖの感染が、ワクチン非接種Ｆ］ｙ［Ｄ清浄国又は地域で
起 き て い る 場 合 、 次 に 掲 げ る 待 機 期 間 の いず れ か 一 つ が 、 ワ ク チン 非 接 種
１∃ｌｙ（Ｄ清浄国又は地域のステータスを再取得するために必要とされる。
ａ）摘発淘Ｆ１１にｊ！女策及び第１３１．４万ｉ．４０条から第１３１．５１４６条までに基づく：血レ清堂的サ

ーベイランスが適用されてい唵場合には、。最。症消３ヶ月間

１ｂ）摘発油汰政気工緊急｜ヴタチに接１？重及び第１１ＥＳＪ．４０条か：ら第１３ｊ．４６条まで
に基づく血清学的サ・-一犬｜ベイランスが適用されている場合ｔこは、エワクチン
’ 種 さ れ た べ て の 動 の と 殺 後 ８ 今 耳

（りｌｉｌｎ：）Ｖのま嚇造夕ｓ．・！パグ質に対する抗体を検出する血清学的調査；が、、現・ ・ -、 ｉ ｌ １
＝存のワダチン接種群に感染がないことを証明している場合であっズ、摘

発淘汰政策、‾ｊク ’チン接種動物の必ずしもすべてが ’と殺さ ’れない緊急ワ
クチン接種及び血清学的サーベイランスが、第ＩＥＳ．５．４０条から第１３．１５．４６■ ∫ ・
条までに基づいて適用されているときには、最終症例又は最終ワクチン
∧ 接 種 （ い ず れ か 遅 い 方 に よ る ） 後 ６ ヶ 月 間 ）

摘発淘汰政策が実施されない場合、第１項の待機期間は適用されず、第８．５．２
条 又 は 第 ８ ． ５ ． ４ 条 が 適 用 さ れ る 。 ← ・ ７

２．１ＫＭＩＤの発生又は：ｌｉｌＶ［ＤＶの感染が、ワクチン接種ＦＭＤ清浄国又は地域で起・ご ‾ ● ・ ゝ ｜ ● ・ Ｉ
できている場合には、次に掲げる待機期間のいずれかーつが、ワクチン接種
Ｆ ’ ＭＤ清浄国又は地域のステータズを再取得するために必要とされる．・
ａ）’ＦＩゝｎ：）Ｖの非構造タンパク質に対する抗体を検出する血清学的サーベイ
１ダンスが、ウイルス循環がないことを証明している場合であっ七、摘発

ご淘汰政策、緊急ワクチン接種及び第１３．５．４０｀条から第１３．５．４６条までに基

＼ ． ｀ づ く 血 清 学 的 サ ー ベ イ ラ ンス が 適 用 さ れて い る と き に は 、 最 終 廊 例 後 ９
ヶ 月 間 ． ． ＞

．ｂ）：ｌｉ’Ｍエ）Ｖの非構造タンパク質に対する抗体を検出する血清学的サーベイ
＼ランスが、ウイルス循環がないことを証明してい、る）場合であっＴ（ご摘発
淘ｉｔｊ§ｊＪ！３喋が適用されず、緊急ワクチン接種及び第８．５．４０乖から第８．５．４６
条までに基づく血清学的サーベイラン．７、が適用されているとき１；ｒ：は、最・
終 症 例 後 １ ８ ケ ． 月 間 ・ 、 ． △’ ｊ ． ＜ - ・ ・ コ ト

＼ＯＥ″ｌｒｅｒｒ（１ｓｔｒ１１１１Ａ：ｎｊｉｍａｌＨｅａｌｔｈＣｏｄｅｖｏ唵ｍｅ２（２００９Ｅｉ洽ｔ；ｅｅｎｔｈＥｄｊＵｏｎ）ヽ 、

２５



２６

料 ２ - ３



」

農場名
（ＰＣＲ判定日）

２例目
川南町

㎜
乳肉複合経営
｛４月２１日｝

４例目
ｉｌｉ１１
匹四
温
雫 呼（４月２３日）

６例目
都農町
１１１１１９１
（４月２３日）

発生農場に関する疫学関連情報の比較（㎜５／１６調査分まで）

２０１０／ｔ５／１７２３：１６

｜

飼料・敷料関連
（運搬車両含む）

堆肥関連（ふん尿の処理方法等）
（搬出の有無、搬出先等運搬車両含む）

赤色数字の（・・・４・／＊＊）は疫学関連農場の調査状況を示す。

家 畜 （ 死 亡 家 畜 含 む ） 関 連 人 関 連
（ 出 荷 、 導 入 等 ） （ 獣 医 師 、 人 工 受 精 師 等 ）

疫学関連農場調査票（取りまとめ版）

闇
幽

１



Ｃａ）

疫学関連農場調査票（取りまとめ版） ２０１０／ｔｉ／１７２３：１５ １



．４

＼＼峠①］

２

り

一 一 一
一 一 一

疫 学 関 連 農 場 調 査 票 （ 取 り ま と め 版 ） ハ ブ ２ 〔 〕 １ ０ ／ ５ ／ １ ’ ７ ２ ３ ： １ ５ ， ニ １ ‥



ＱＩ

／
ｌ

１ 頭 ●
- ＿ ． ｊ

一 一

ゝ ｀

３疫 学 関 連 農 場 調 査 票 （ 取 り ま と め 版 ） ２ ０ １ ０ ／ ５ ， ／ ’ ↑ ７ ２ ３ ： １ ５ ∧ - ． △



～』

一 一 一 一

１疫学関連農場調査票（取りまとめ版）

■ ｜ ｜ ｜ Ｉ Ｉ Ｉ

２０１０／５／１７２３：１６



ＣＸ）

【：亘】
農場名

（ＰＣＲ判定日）

３３例目づ
ｉ；１１ａ１
養豚経営
＼（５月６日）

発生農場に関する疫学関連情報の比較

２０１０／１５／１７２３：１６

赤色数字の（＊＊／＊＊）は疫学関連農場の調査状況を示す。

家 畜 （ 死 亡 家 畜 含 む ） 関 連 人 関 連
（ 出 荷 、 導 入 等 ） （ 獣 医 師 、 人 工 受 精 師 等 ）

疫学関連農場調査票（取りまとめ版）

飼料・敷料関連
（運搬車両含む）

５／１６調査分まで）

堆肥関連（ふん尿の処理方法等）
（搬出の有無、搬出先等運搬車両含む）

２



Ｃ£）

宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（えびの市） 回
‘平成２２年５月１７日 ｜

１



ソ
匿置目‾

∇宮崎県における口蹄疫疑い事例（１０１例目）の経緯等について

１ 農 場 の 概 要 ’ ・ ‥
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 高 鍋 町 ㎜ ‥ ＼
飼養状況：和牛肥育２５９頭、種雄牛５５頭（尾ハ重農場へ移動した６頭を含む）

２ 経 緯 ｊ

４農場の概況（飼養背景・疫学的情報等）
。（１）作業体系等は別紙のとおり

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
５月１５日，

（動物衛生研究所で実施）
スワブ５検体中全検体でＰＣ‘Ｒ陽性を確認。

１０

べ



１

宮崎県家畜改良事業団における種雄牛部門と肥育部門の作業体系（４月２０日以降）

社 団 法 人 宮 崎 県 家 畜 改 良 事 業 団
１Ｌ防疫体制

①出入り口
正 門 ： 石 灰 散 布 、 車 両 消 毒 が ル タ ー Ｚ ５ ０ ０ 倍 希 釈 ） Ｉ 〉

’ 外 部 車 両 及 び 職 員 以 外 の 立 ち 入 り 禁 止 、

飼 料 ご 資 材 の 受 け 迪 し ｊ ＼
種雄牛部門については正門入口の外にて。肥育部門については西側肥育出入門
の 外 に て 受 け 渡 し （ 業 者 の 敷 地 内 へ の 進 入 禁 止 ） ・ し

受け取った飼料・資材等は、受取時にその場で消毒（グル知Ｚ５００倍希釈）し倉
庫 へ 搬 入 。 二 ・
バラ飼料については、配送車を入口にて消毒、（グルタｎＺ５００倍希釈）後、入口付ｄ ｌ 、 ｌ ｌ
近に設置している飼料タンクヘ搬入。

２漕理方法：
１）部門別作業実施者
種雄牛部門
肥育牛部門

種雄牛部門と肥育部門は、それぞれ別々の管理者が飼養管理を行っている。
出入口は別々であり、入場に際しては、防護服、長靴、マスク、キャップを取
り 換 え る 。 ノ
部門間はトフェンスで仕切られており、出入りはない（別図参照）。
敷地内では全啜員防護服と長靴、マスク、ギャザーギャップを着用しをこ雲匹七
、 理 を 行 っ て い る 。 ＼
部門間でり飼料・資材等のやり取りはない。
作業終了後、それぞれ、肥育は肥育敷地内のシャワーユニット、。種雄牛につい
ては作業管理舎にてシャワーを浴びて退社する。ダ

２ ） 牛 舎 等 。 。 ＼

野鳥の侵入防止：全牛舎防鳥ネット設置（４／２０～）、ロケットバング
空気感染防止：全牛舎寒冷紗整備・消毒薬（ク’ルターＺＩ．０００倍希釈）噴霧（２匝Ｉ／日）

牛体・牛舎内消毒（グルターＺ１０００倍希釈）噴霧（２回／日）＿’・
牛舎周辺：牛舎・堆肥舎・倉庫周辺に石灰散布（２ｍ幅）
側 溝 ： 石 灰 散 布 、 。
堆 肥 舎 ： 防 鳥 ネ ッ ト 設 置 （ 毯 諭 ０ ～ ’ ） 及 び 石 灰 散 布 ン ‥

３）職員
移動制限：川南町以北の職員を自宅待機（３名）、全Ｉｌａｔ員外出制限
車両消毒：通勤車両（全面）をｒ！良霧消毒（縦言-Ｚ５００倍希釈）

車内を次亜塩素酸ｔトリ１ウム（２００倍希釈）ぐ消毒（毎日）、

１１



４）その他
隣接す
頼．

事務所内への出入り口に消毒マット［ビル］ン）を設置（以前より）
通勤服と勤務服の速やかな着替えを実施。（通勤服の消毒：次亜塩素酸ナトリュ
ウ ム ２ ０ ０ 声 希 釈 ） ｙ ダ

従業員：４０名）‘への防ｊｉｆ対策の実施依

出入り口への石灰散布、職員への次亜塩素酸ｊ・トｈウム（２００倍希釈）による消毒

１２
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１

４
　

１

■ - ・ ● ４ ● ｀

□＞ノ∇ｊノ＝ノｌｌ’］□＼……１］千１ノ……１７ｊ］］］万言∇ニナ１ｊｌ＝｜万ェｊ万ｊ，丁∇∇ＴＩ
皿 ）
名称／社団法人宮崎県家畜改良事業団
設立／昭和４８年３月２８日
会員数／１８会員
役 員 数 ／ ２ ２ 名 ’
職員数／２３名
資本金／５｝８，０００千円

（Ｊ７：ｊｉｌ：コＣ）
１１肝口４８年
昭和羽年
昭和５４年

（蕪回蔡程）

３月２８日／重ＳＩ立許可
１１月１日／業務開始
２月１日／肉用牛産肉能力検定（間接法）

業務開始（高原町）
昭和６２年４月１日／肉用牛産肉能力検定（直接法）
ト づ 業 務 開 始 （ 高 原 町 ）

平成４年
平成１２年

・１月１日／現場検定業務開始（高鍋町）
１２月｀／現場後代検定業務開始（高鍋・高原町）

（１１藍１藤Ｄ

●管理課
・人事、給与、庶務、会計

．・肉用牛凍結精液の保管及び譲渡
・液体窒素の購入と譲渡

●情報処理課
・情報の収集・分析及び活用
‘コンピュータシステムの管理運用

●業務課
、・肉用種雄牛塀Ⅲ瓢管理
・肉用牛凍結精液の製造
・現場後代積定事業

●検定課
・肉用牛産肉能力検定
’ ① 直 接検定事業

②現場後代検定事業
・県有候補種雄牛育成管物詣隨

’事業団は、肉用牛の改良及び増縦垂妻進するため、自ら種雄牛を繋養し、家畜人工授精用凍結精液の

計画的な需給管理、和牛種雄牛産肉能力検定及び肥育事業の推進を行うことを目的とする。

Ｉ
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ｌｊ湊と亙］ｊ］

口蹄疫の発生に係る宮崎県への人的支援の状況について

平成２２年５月１７日現在
消費・安全局

（ １ ） 農 林 水 産 省

本 省●--------Ｓ---＝----４ｄ-一雨㎜-------９ｄ
’ 宮 崎 県 対 策 本 部

発生農場
農政局

（計‘１９４名） のべ１５３０名

宮崎県対策本部
発生農場
消毒ポイント
家保・町役場

動 物 検 疫 所 ・ 動 物 医 ｊ-一一一一…一一一一一一-一一
宮 崎 県 対 策 本 部

発生農場

・ ２ 名

３ 名-
・ １ ７ １ 名
・----酬--φ-雨哺-■

１ 名-
７ １ ０ ４ 名

６ ３ 名

３ 名一

計 １ ８ 名・一一一一一一一一
‾

１ ７ 名

５ ３ 名-
２ ５ 名-

１ １ ０ ５ 名麟哺一」陶喝■---一働■-ｌ
ｌ 了 名

５ １ ９ 名-
５ ３ ０ 名

３ ９ 名

３ ４ ７ 名---------・
。 ４ ４ 名

３ ０ ３ 名

７ ２ 名-
１０名-
６２名・

（２）動物衛生研究所
１宮崎県対策本部
発生農場づ

（３）家畜改良センター

毒 イン

（４）ＦＡＭＩＣ

５３０名-
５１３名
＋１７名

１５名

（５）都道府県（３７都道Ｊｌｌｆ県）

（計５名）
¬‾で５・否

５名
-
（計了了名）
¬ ’ ７ 死
ご １ 名

（計２名）‾ ｓ 豆 名
-

（計６４名） ９１５名
百 ： 四

（６）畜産関係団体

合 計
〔うち獣医

※数値には現地入りした人数を含む。
１４

（計３３名）

３７５名
１１６名

１６５名
Ｔ；ｉフヨ石名‾

３，２２７名
１，６３４名〕
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・ 記 号

＝万ｌｔｌ？なｔｉ貧ｌａ．ｌｏｌ以上吟１ｌｓａｌ
一犬ｌ＝・｜＝万Ｓ１１１５１．５１ｒＪｊｌ婢仙
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